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自治会に加入したいときは
どこに相談すればいいの？

「災害時における
自 治 会 の 役 割 」
は重要です！

　
吉
田
鴻
巣
自
治
会
で
は
、
自
治

会
や
地
域
の
情
報
を
住
民
に
す
ば

や
く
伝
え
る
た
め
、
回
覧
板
の
電

子
化
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
昨
年
８

月
に
新
聞
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
秋

葉
町
三
丁
目
自
治
会
の
「
公
式

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

回
覧
板
の
取
り
組
み
」
を
知
り
、

方
針
を
転
換
。
電
子
化
の
準
備
を

進
め
、
今
年
２
月
か
ら
電
子
回
覧

板
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
分
水
新
町
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

と
、分
水
水
道
町
の
自
治
会
で
は
、

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
、
地
域

住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
て
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
避
難
所
と
な
る
分

水
公
民
館
で
実
施
し
た
自
主
防
災

訓
練
に
は
、
１
１
７
人
が
参
加
。

防
災
意
識
を
高
め
、
非
常
時
に
備

え
る
た
め
、
非
常
食
や
災
害
用
携

帯
ト
イ
レ
、
給
水
袋
を
参
加
者
に

配
付
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
今
ま
で
危
機
感
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
が
備
え
は
大
切
」「
今
後

も
定
期
的
に
訓
練
し
た
ほ
う
が
良

い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

自
治
会
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
化
で
便
利
に

吉
田
鴻こ

う
巣の

す
自
治
会
　

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

分
水
新
町
水
道
町
自
主
防
災
会

Ｑ
．
な
ぜ
電
子
回
覧
板
を
導
入
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
か
？

Ａ
．
速
や
か
な
情
報
共
有
や
後
か

ら
見
返
せ
る
こ
と
、
そ
れ
に
電
子

回
覧
板
ア
プ
リ
の
既
読
確
認
機
能

が
高
齢
者
の
見
守
り
に
な
り
、
災

害
時
は
連
絡
手
段
、
安
否
確
認
が

で
き
る
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
の

備
え
の
一
つ
と
な
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
．
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
反
対
の

声
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ａ
．
住
民
意
向
調
査
で
６
割
以
上

の
人
が
電
子
回
覧
板
を
使
っ
て
み

た
い
と
の
回
答
し
て
お
り
、
運
用

開
始
は
円
滑
に
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
運
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
一
つ
は
ス
マ
ホ
に
不
慣
れ
な

人
へ
の
対
応
で
す
。
今
後
、
電
子

回
覧
板
の
登
録
や
操
作
方
法
の
説

明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
ア
パ
ー
ト

は
紙
の
回
覧
板
が
回
ら
ず
、
回
覧

情
報
を
掲
示
板
で
見
る
だ
け
の
と

こ
ろ
も
あ
り
、
自
治
会
や
地
域
の

情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
も
、
登

録
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
電
子
回
覧
板
へ
の
期
待
は
？

Ａ
．
多
く
の
人
か
ら
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
速
や
か
な
情
報
共
有
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
吉
田
鴻
巣
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ライフスタイルの変化や少子
高齢化などで住民同士の繋がり
が希薄化する中、自治会は人と
人との繋がりをつくる大切な役
割を果たしています。
　しかし、現在多くの自治会で
は役員の担い手不足や地域活動
に参加する人の減少などが課題
となっています。

　住み良い地域づくりのためには、住
民一人ひとりの協力が欠かせません。
地域のことを自分ごととして考え、で
きることから少しずつ自治会の活動に
参加してみませんか。

　自治会に加入する場合は、お住まい
の地域の自治会長に問合せください。
　お住まいの自治会や自治会長の連絡
先がわからない場合は、市役所に問合
せください。
●問合せ
　総務課 総務係☎ 0256・77・8312

　昨年２月に燕市が実施した自治
会長へのアンケートで自治会役員
の担い手について質問したところ、
72.4％の自治会が「担い手が不足
している」と回答しています。

　また、昨年 10 月に実施した「燕
市まちづくり市民アンケート」で
自治会やまちづくり協議会、NPO、
ボランティア組織などの活動への参
加状況について市民に質問したとこ
ろ、66.0％の人が「参加したこと
がない」と回答しています。

▲昨年11月に開催した説明会の資料（抜粋）

Ｑ
．
今
後
の
課
題
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
地
域
内
の
世
帯
状
況
の
把
握

や
役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
で

す
。
若
い
人
た
ち
が
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
に
加
わ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
で
防

災
力
を
高
め
る
こ
と
も
、
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

◉災害時は地域の支え合いが必要です！
　風水害の場合、みんなで声をかけて安全な場所に移
動するためにご近所の皆さんの協力が欠かせません。
地震の場合は、もし住宅が壊れたりしていたら、中に
いる人を速やかに助け出せるのは周囲の人々です。そ
して、避難所での生活が必要となった場合、その環境
をより良いものにするために自治会の皆さんの力が必
要となります。

◉顔見知りになることで防災に繋がります！
　災害時の助け合いは顔見知り同士のほうが当然ス
ムーズに行きます。防災訓練は定期的に行うことで、
経験のある人を増やすことになり、地域の防災力向上
に繋

つな

がります。しかし、防災にあまり関心を持ってい
ない人にも何かしらの関わりを持ってもらうために
は、お祭りや一斉清掃などの地域行事で、防災の役割
を皆さんにお伝えし、「こんなことも災害時の被害軽
減に繋がるのだ」と気づいてもらうことも大切です。

◉ 災害時は自治会の人たちの視点が大事です！
　安否確認や避難所での生活環境の整備、ボランティ
アの受け入れなどは、地域をよく知り、みんなで協力
できる体制を普段から整えている自治会が担うことが
できれば、災害による影響を小さくすることに繋がり
ます。また、自治会の人の目線で被害を受けた人の困
りごとを拾い上げることで、よりよい支援へとつなげ
ることもできます。その意味で、公助との接点として
も重要な役割があると思います。

◉ 能登半島地震の被災地での助け合い
　普段のコミュニケーションがしっかりしている地域
では、孤立状態で外部からの支援が届かない中でも、
助け合って避難生活をしていたり、建物の倒壊で生き
埋めになった人の救助救出が行われていたりしていま
す。地域のこと、そして地域の人のことをよく知って
いたため、そういった対応を自分たちで行うという共
助（助け合い）が各所で行われていました。

兵庫県立大学大学院
准教授　澤

さわ
田
だ
雅
まさ
浩
ひろ
さん

Q. 自治会役員の担い手は？

Q. 自治会やまちづくり協議会、NPO、ボラン
ティア組織などの活動への参加状況は？

▲応急救護などの講習を受ける参加者

▶︎
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
住
民
説
明
会

Case ❷

Case ❸ このままだと
自治会の存続が…

吉
田
鴻
巣
自
治
会
長
の
塚
原
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！ 

分
水
新
町
四
丁
目
自
治
会
長
の
古
沢

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！ 

燕市の防災リーダー
研修などで講師を務
める澤田さん ▶︎


